
 ▼医療計画の見直し等に関する検討会

回数 開催日 議題等

○医療の確保に必要な事業（救急医療等確保事業等）の現状と課題について

○その他

○基準病床について

○医療機器の配置のあり方について

○その他

○二次医療圏のあり方について

○５疾病５事業のあり方について

○PDCAサイクルをするための指標のあり方について

○その他

○医療計画制度の現状と課題について

○検討会の進め方について

○その他

▼地域医療構想に関するワーキンググループ

回数 開催日 議題等

○ワーキンググループにおける意見の整理について

○その他

○基準病床数と病床の必要量(必要病床数)の関係性の整理について

○地域医療構想調整会議等における検討の進め方について（案）

○その他

○医療計画における地域医療構想について

○その他

 ▼在宅医療及び医療・介護連携に関するワーキンググループ

回数 開催日 議題等

○在宅医療に関する見直しの方向性について

○高齢化に伴い増加する疾患への対応について

○在宅医療と介護の整合性について

○在宅医療にかかる医療連携体制について

○在宅医療の充実のための施策について

【参考URL】
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/indexshingiother.html?pid=127238
厚生労働省ホーム> 政策について > 審議会・研究会等 > 医政局が実施する検討会等

医療計画の見直し等に関する検討会等の開催状況

H28.5.20

H28.6.15

H28.7.15

H28.9.9

第１回

第３回

第２回

第３回 H28.9.23

第４回

第１回 H28.8.3

第２回 H28.9.2

第１回

第２回

H28.7.29

H28.8.31
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 ▼医療計画の見直し等に関する検討会

回数 主な論点

第４回

○救急医療における見直しの方向性
　・地域メディカルコントロール協議会のさらなる活用
　・地域住民の救急医療への理解促進
　・救急医療に係る医療提供者の機能と役割の明確化
　・地域包括ケアシステム構築に向けた地域で連携した取組み
○災害時における医療について
　・ロジスティックチームとともに、被災地域の医療ニーズ等の情報収集を行
　　い、災害医療コーディネート体制を引き続き整備・強化
　・地域の一般病院におけるＢＣＰの策定
　・広域医療搬送を想定した訓練の積極的な実施など、近隣都道府県との連携
　　強化
○へき地の医療について
　・「へき地保健医療計画」と「医療計画」を一本化
　・へき地拠点病院の要件見直しによる機能強化
○周産期医療について
　・「周産期医療体制整備計画」と「医療計画」を一本化
　・圏域の弾力的な設定
　・災害時の体制構築
○小児医療について
　・拠点医療機関との連携による地域のニーズを踏まえた医療体制の構築
　・拠点医療機関とかかりつけ医との連携の推進
　・人材育成や地域住民の理解促進

第３回

○基準病床数について
　・計算式の平均在院日数を全国一律の設定を見直すか
　・計算式の病床利用率は経年変化を考慮すべきか
　・流出超過加算はどのように考えるか
　・設定期間（６年間）は長すぎないか
　・必要病床数（地域医療構想）との関連性の整理
○医療機器の配置について
　・高額な医療機器の適正配置
　・保守点検を含めた安全管理の取組状況を考慮
○医師確保について
　・偏在、高齢化が進展
　・都道府県の権限をどうするか
　・地域医療支援センターの役割強化
　・国と都道府県の役割分担

第２回

○二次医療圏について
　・人口や受療動向、地域医療構想との整合を勘案
　・急性心筋梗塞など緊急性の高い医療は救急搬送体制を考慮した医療圏を設
　　定
○５疾病・５事業について
　・５疾病・５事業は次期計画も維持
○評価指標の見直しについて
　・次の視点で見直しを検討
　　収集、活用しやすいか、現状を評価でき、施策と連動しているか、地域全
　　体を評価できるか

主な論点



第１回

○スケジュール
　・2016年11月頃に医療介護総合確保促進会議で「総合確保方針」を議論
　・2016年12月頃に当検討会で基本方針策定に向け意見取りまとめ
　・厚生労働大臣が基本方針を告示
　・2017年度に各都道府県が医療計画を策定
○ワーキンググループの設置
　・地域医療構想に関するワーキンググループ
　・地域包括ケアシステムの構築に向けたワーキンググループ
○検討テーマ
　・二次医療圏と基準病床制度のあり方
　・５疾病・５事業及び在宅医療の整備に向けた取組み
　・ＰＤＣＡサイクルを推進するための指標
　・医療従事者の養成・確保

▼地域医療構想に関するワーキンググループ

回数 主な論点

第３回

○基準病床数と必要病床数の関係性の整理
　・「必要病床数＞既存病床数＞基準病床数」の場合、次の２案で対応
　　(a)高齢化の進展などに伴う医療需要の増加を毎年評価し、基準病床数
　　　 を確認
    (b)医療法の特例措置で対応
　・医療資源投入量が少ない患者増の精査
　・基準病床数の計算式の整理
　・放射線治療病室やＩＣＵ、ＣＣＵの病床の取扱いの明確化
　・介護老人保健施設に係る病床の取扱い
○地域医療構想調整会議の進め方
　・地域の医療機関における医療機能の役割分担の明確化
　・病床機能分化・連携に向けた方策の検討
　・地域住民への啓発

第２回

○基準病床数と必要病床数の関係性の整理
　・「必要病床数＞既存病床数＞基準病床数」の場合、次の２案で対応
　　(a)高齢化の進展などに伴う医療需要の増加を毎年評価し、基準病床数
       を確認
    (b)医療法の特例措置で対応
　・基準病床数の算定式の検討
○地域医療構想調整会議の進め方について
　・地域の医療機関における医療機能の役割分担の明確化
　・病床機能分化・連携に向けた方策の検討
　・地域住民への啓発

第１回

○基準病床数と必要病床数の関係性の整理
　・目的や計算方法は異なること
　・大阪府などは「必要病床数＞既存病床数＞基準病床数」で将来
　　に向けた増床が難しい



 ▼在宅医療及び医療・介護連携に関するワーキンググループ

回数 主な論点

第２回

○目標設定について
　・都道府県や市町村関係者による「協議の場」を設定し、介護保険事業計画
    との整合性を検討
　・国が在宅医療における留意事項や協議の進め方を都道府県に提示
○指標設定について
　・ストラクチャー指標を見直し、医療サービスの実績に着目した指標を充実
　・小児や成人に係る指標を充実
　・看取りに至る過程を把握するための指標を充実
○施策について
　・在宅医療の圏域設定と課題把握の徹底
　・地域住民に対する普及啓発
　・市区町村への支援
　・自宅医療・介護連携推進事業に係る取組みを医療計画に記載
○高齢化に伴い増加する疾患への対応について
　・フレイル（虚弱）とロコモティブシンドローム（運動器障害）

第１回

○介護との整合性について
　・介護サービスの整備目標と整合的な形で在宅医療の目標を設定
　・介護保険施設以外で受け止めるべき在宅医療の需要に対して、どのような
    医療提供体制で対応するのか「考え方」を記載
　・全国一律の基準は設けず、国からは一定の考え方やパターンを示す
○医療連携体制について
　・実際に提供しているサービスの実績に注目した指標を充実
　・医療と介護の連携に資する指標の充実
○在宅医療の充実のための施策について
　・医療計画で介護保険法の在宅医療・介護連携推進事業を施策の
　　ひとつに位置付け
　・都道府県による市区町村の支援の充実
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